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本講座の目的 

▶ ucodeはQRコードやNFCタグ、Bluetooth Low 

Energyタグなどさまざまなタグに格納できます。 

 それらを組み合わせたサービスを容易に構築できます。 

▶ 本講座では、ucodeの割当、発行、解決、さまざまな
タグの利用方法について、実機を用いて実習します。 
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Agenda 

▶ ucodeタグ実習 

▶ ucode基本サービスの解説 

▶ ucode利用シナリオ例1 

商品のアフターサービス／長期保証 

▶ ucode利用シナリオ例2 

商店のPUSH案内サービス 

▶ 基盤となるucode管理ツール／API 

 

3 



ucodeタグ実習 
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実習の目的 

▶ モノや場所にひもづけた情報を取り出すための基盤技術である、ucodeタグ
技術を体験します。 

▶ ucodeタグやそれを読み取る装置には、様々な種類があります。 
 ucodeタグ 

 バーコード 

 二次元コード 

 （パッシブ型）ＲＦＩＤまたは電子タグ 
– 使う電波の周波数によって、様々な種類があります。 

 アクティブ型ＲＦＩＤ 
– 使う電波の周波数等、様々な種類があります。 

 など 

▶ 読み取る機械（リーダー装置） 
 携帯電話 

 ハンディリーダー 

 卓上据え置き型リーダー 

 ゲート型リーダー 

 スマートフォン 

 など 

▶ それぞれの適性を理解し、適切な使い方について学びます。 
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ucodeタグとその読み取り機 
▶ ucodeタグ 

バーコード 

 

 

二次元コード 

 

 

パッシブRFID 

 

 

アクティブRFID 

 

 

▶ 読み取り機 

バーコードリーダ RFIDリーダ 

スマートフォン 

NFCタグ 

Bluetooth Low Energyタグ 



CCDカメラ型 レーザー型 

バーコードの読み取りの仕組み 



RFIDの読み取りの仕組み 

1. リーダーライタから、電波で電力とコマンドを送り、 

2. その電波からの電力で回路を動かし、 

3. 結果は元の電波の反射波を変調して返す 
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コンピュータ 

 リーダライタ  
 

アンテナ 

RFID 



スマートフォンでのucodeタグ読み取り方法 

▶ ucode reader 

QRコード、NFCタグ、Bluetooth Low Energyタグなどを読み取
れます。 

 

 

 

▶ QRコード 

Google PlayやApp Storeに掲載されているQRコードスキャナア
プリをダウンロードしても読み取れます。 

▶ NFCタグ 

Android端末内蔵（キャリア提供）のNFCリーダを使っても読み
取れます。 
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ucode基本サービスの解説 
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ucoderとは？ 
（ucode汎用情報サービス） 

▶ ucodeを発行し、それに情報を紐づけるための汎用情
報サービス 

▶ アカウントを作成すると、ucodeを100個まで発行できる 

▶ 発行したucodeを、QRコード形式のラベル(ucodeQR)

として印刷できる 

▶ 発行したucodeと、インターネット上の情報とを紐づけら
れる 

Blogコンテンツ・画像・音声・動画など 

ucoder内で情報（コンテンツ）を作成することも可能 
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このシステムの構成 

ucoder 
（ucoder発行管理＋情報サーバ） 

署名検証＆ 

ucode解決サーバ 

ユーザ端末 

携帯電話／PHS 

Internet 

ucodeQR 

ucode解決 

ゲートウェイサーバ 
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ucoderにログインする 

http://lab.ubin.jp/ucoder/ 

メールアドレス 

パスワード 
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ucodeを発行する 

(1) 「ucode発行」メニューを選択 

(2) 発行数（今回は「1」）を選択 

して「ucode発行」ボタンを押す (3) 1個のucodeが発行され 

画面に表示される 

発行されたucode 
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ucodeQR(ラベル)を出力する 
（「ucode解決先情報登録」画面） 

(1) ucodeをクリックする 

(2) 大きさを選んで 

「PRINT ucodeQR」ボタンを押す 
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ucodeに情報を紐づける 

丹誠こめて育てました． 

安心です！ 

(1) モノや場所に関するメッセージを入力する 

(2) 更新ボタンを押す 

（「ucode解決先情報登録」画面） 
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一度紐づけた情報を変更する 

問題が発生しました。お近くの店舗
にお持ちください！ 

(2) 物品に関するメッセージを変更する 

(3) 更新ボタンを押す 

(1) 変更したい物品のucodeを探す 

（「ucode解決先情報登録」画面） 
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ucode発行のメカニズム 

(5) ucode+署名記録 

署名検証・ 
ucode解決サーバ 

ユーザ端末 
(1) ucode発行要求 

(2) ucode発行要求 

(3) ucode+署名生成 

(4) ucode+署名通知 

(6) ucode管理情報更新 

(7) ucodeQR取得 
(8) 印刷 

ucoder 
（ucoder発行管理＋情報サーバ） 
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解決情報更新のメカニズム 

(2) 解決情報更新 

署名検証・ 
ucode解決サーバ 

ユーザ端末 
(1) 解決情報更新要求 

(4) 結果表示 

(2) ucode解決情報更新要求 (3) ucode+署名通知 

ucoder 
（ucoder発行管理＋情報サーバ） 
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ucode解決のメカニズム 

署名検証・ 
ucode解決サーバ 

ucode解決 

ゲートウェイサーバ 

携帯電話／PHS 

(1) ucodeQR 

読み取り 

(2) ucode解決要求 
(3) 署名検証＋ucode解決要求 

(4) ucode解決結果返却 

(5) ucode解決要求 

（リダイレクト） 

(6) 解決情報検索 

(7) 解決結果コンテンツ返却 

ucoder 
（ucoder発行管理＋情報サーバ） 
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ucode利用シナリオ例1 
商品のアフターサービス／長期保証 

製造 流通 販売 消費 破棄 

21 



アフターサービスの意義 

▶ 一般的なアフターサービス 

消耗品の販売 

修理・交換などのメンテナンス 

▶ アフターサービスに関する取り組みの変化 

コストセンター 

プロフィットセンター 

 顧客満足度の向上 

 他社サービスとの差別化 

 景気に左右されない収入源確保 

 リスク回避 

 リコール対応の低コスト化 

顧客の囲い込み 
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▶ 製品の特定 

アフターサービスの粒度によってはロット単位・個品単位での 

識別が必要 

リコール対応、特に全品回収では個品単位での識別が必須 

 

 

 

▶ 適切かつ簡便な情報提供 

消費者が保持する携帯電話やスマートフォンでアフターサービス
情報が得られるとよい 

 

 

アフターサービスの実現には何が必要？ 

•2008年製 
•型式XX-YY1 

•2009年製 
•型式XX-YY1 

•2009年製 
•型式XX-YY2 

ucodeを使えば、ロット・個品単位の識別は簡単！ 

商品情報 

 

保守情報 

 

… 
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ucoderを利用してアフターサービスWebを構築 

▶ ロット単位でucodeを発行 

▶ ucoderが提供する情報表示機能を利用して 

製品情報（商品の名称・型番・写真・製造年月日）を記載 

取扱説明書を提供 

消耗品購入サイトへ誘導 
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ucoderにログインする 

http://lab.ubin.jp/ucoder/ 

メールアドレス 

パスワード 
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ucodeを発行する 

(1) 「ucode発行」メニューを選択 

(2) 発行数（今回は「1」）を選択 

して「ucode発行」ボタンを押す (3) 1個のucodeが発行され 

画面に表示される 

発行されたucode 
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ucodeQR（ラベル）の出力方法 

▶ 出力方法に4通り 

1. ucodeQRラベル画面をプリンタに印刷 

2. PDF形式で出力してプリンタで印刷 

3. CSV形式で出力してラベルプリンタで印刷 

4. PNG形式で出力して加工 
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ucodeQR(ラベル)を出力する (1/2) 
（「ucode解決先情報登録」画面） 

(1) ucodeをクリックする 

(2) 大きさを選んで 

「PRINT ucodeQR」ボタンを押す 

(3) これをプリンタで印刷する 
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ucodeQR(ラベル)を出力する (2/2) 
(1) 「ucode解決先登録」欄の「ucode」の左側

にあるチェックボックスを選択 

(2) 希望する形式を示すボタンを押す 

010004BC 

新登場！ユビキタス時計 

… 

… 

… 

(PNG画像) 
CSV PDF 

（製品シール） 
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製品情報を定義する 

(1) 「ucode解決先登録」メニューの中にある 

「表形式データ構造定義」を選択 

(3) 「更新」ボタンを押す 

(2) 表示する項目を入力 

必要に応じて列を追加 
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製品情報を入力する 
(1) 「ucode解決先登録」メニューを選択 

(2) 「解決先情報」欄に製品情報を入力 

(3) 「更新」ボタンを押す 
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製品情報ページのレイアウトを変更する 
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製品情報ページのレイアウトを変更する 

(1) 「解決先ページのデザイン設定」メニューを選択 

(2)ロゴ画像・ページタイトル説明文を入力 

(3) 「登録」ボタンを押す 
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ucode利用シナリオ例2 
商店のPUSH案内サービス 
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サービスのイメージ 

ユビキタスカフェ 

新作コーヒー 

入荷しました！ 
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ucoderにログインする 

http://lab.ubin.jp/ucoder/ 

メールアドレス 

パスワード 
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店舗を紹介するURLを登録する 

 

1. ucode解決先情報登録を選択 

2. 「URL」を選択 

http://www.tron.org/ 

3. URLを入力 

4. チェックを入れる 

5. 「更新」ボタンを押す 
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スマートフォンで確認 

1. ucode readerを起動 

2. マーカをスマートフォンに近づける 

ucode readerの入手先 

iPhone版 Android版 

3. 情報が表示される 
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基盤となるucode管理ツール／API 
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システムの構築・運用フロー 

１．サービス要件定義 

３．ucodeタグ貼付 ４．データの作成・投入 

２．アプリケーション構築 

５．インテグレーション／ 
動作試験 

６．サービス運用・保守 
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システムの構築・運用フロー 

1. サービス要件定義 
 サービス内容の詳細化／具体化 

 スケジュール、費用など、構築に関する計画の立案 

 「対象物が何か」「どのような情報を管理するか」を整理 

– 目的の検討： 棚卸、資産管理（帳票作成）、貸出管理 

– 利用場所の調整 

– ucodeタグの選定 

 役割・業務フローの調整 

– 誰がどのように運用するのか 

– どの端末で閲覧するか などを決める 

 

2. アプリケーション（システム）構築 
 サービス要件に応じてアプリケーション（システム）を開発 

 データベースの構築／既存システムの連携 など 
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システムの構築・運用フロー 

3. ucodeタグ貼付 

 管理する対象（備品）へのucodeタグを貼付 

 設置場所を管理する場合は、その場所ごとにucodeタグを設置 

4. データの作成・投入 

 既存システムからデータを抽出し、マスタデータを作成 

 作成したマスタデータの投入 

5. インテグレーション・動作試験 

 システム／データ等を統合した段階で、最終的な動作をチェッ
ク 

6. サービス運用・保守 

 利用者に向けた運用および保守 
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アプリケーションからucodeを発行するには？ 

▶ uIDセンターから割当を受けると48ビット（約281兆個）のucodeを 

発行可能 

▶ これを手作業で管理するのは困難 

 

▶ ucode管理ツール 
 領域の細分化，ucodeの発行，情報の紐づけをwebベースで行う 
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ucode管理ツールの機能構成 

ucode解決サーバ 

ucode署名サーバ 

UC User Admin 

a u 

ケータイ 

ucode管理ツール 

ucode解決 

ゲートウェイ 

簡易コンテンツ 

ucode管理サーバ 

ucode空間

の管理と
ucode発行 

署名生成・検
証 

ucode解決 

ucode解決 

over HTTP 

アプリケーション 

アプリケーション 

サーバ 

Resolution 

Verify 
Resolution Resolution Get content 

44 



ucode管理API 

▶ ucodeに関する基本的な操作を、HTTPプロトコル上
で行うAPIを提供 

基本機能 

– ucodeの発行 

– 解決先（情報）の結びつけ 

拡張機能 

– 領域の存在確認 

– 発行可能数確認 

– 署名の発行・検証  など 

▶ 本日紹介したアプリケーションは、このAPIを利用して
ucodeを管理 
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まとめ 

▶ ucodeの割当、発行、解決、さまざまなタグの利用方
法について、実機を用いて実習 

▶ これらの背後にあるucode管理ツールとそのAPIを 

解説 

46 



本講座で利用したucodeQR 

ユビキタス時計 
00001C0000000000000100000100048C 
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